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Ⅰ．市民会議の開催趣旨 

 

１．現庁舎の概況 

三島市役所は、昭和 35年に、中央町別館は、昭和 34年にそれぞれ建設され、ともに約 60年が経過

し、老朽化や利便性の問題など様々な課題を抱えています。 

 

市庁舎は、大地震など大規模災害時には、災害対策本部が設置されるなど、市民の皆様の生命や財

産、生活を守る災害拠点となる重要な施設です。 

 

 
 
 
 
 

２．市民会議の開催趣旨 

市庁舎が抱える問題を共有したうえで、新庁舎整備に対する市民の意見を直接確認し、市の施策に反

映するために、市民会議を開催しました。 
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３．市民会議の実施経過 

市民会議は、令和 2 年 2 月 1 日に第 1 回を開催し、同年 12 月までにわたり、５回の市民会議を開

催しました。 

 

回数 実施日 テーマ 

第１回 
２月１日（土） 

13：30～15：30 

〇趣旨説明 

〇現庁舎を見学して、現状実態・問題点を確認しました。 

第２回 
10月3日（土） 

13：30～15：30 

〇庁舎整備方法について検討しました。 

（庁舎整備方法を検討。建設地の選定条件の確認） 

第３回 
10月17日（土） 

13：30～15：30 

〇新しい庁舎に求めるものは何か、理想像を検討しました。 

（必要な機能、将来像、基本方針） 

第４回 
11月7日（土） 

13：30～15：30 

〇市民はどのように庁舎整備と関わるべきか、検討しました。 

第５回 書面開催 

〇「三島市庁舎のあり方を考える市民会議検討成果報告書

（案）」の確認をしました。 

※新型コロナウイルス感染症の影響をふまえ、参加者が集合する会議の開催可否を都度検討したため、実

施時期の変更や書面での開催による対応を行いました。 
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Ⅱ．市民会議の開催結果 

 

１．第１回（庁舎見学・実態確認） 

（１）実施概要 

実施日時 2020年 2月 1日（土）13：30～16：00 

参加者数 36人 

テーマ 現庁舎を見て、知ってほしい 

実施内容 ・本庁舎、大社町別館を見学し、現状を調査。 

・見学後、現庁舎の問題点を確認しあう。 

・庁舎の建て替えの必要性を共有しあう。 

 
 

（２）実施プログラム 

 第１回市民会議は、会議開催の目的を説明後に、２つのグループに分かれて、庁舎の見学会を開催し

ました。見学しながら、庁舎の実情を知ると共に、問題個所などを確認しました。 

 見学後、ワークショップを開催し、庁舎の問題点をピックアップし、新庁舎の建設の必要性を確認しました。 

 

時間 次第 内容 

13：30～ 挨拶 主催者挨拶 

13：35～ 

 

趣旨説明 市民会議の目的 

市民アンケート調査結果の報告 

本日のテーマ「現庁舎を見て、知ってほしい」 

13：45～ 

 

見学会 Ａ・Ｂ班に分かれて、庁舎を見学 

14：35～ 

 

ワーク 「見学して分かったこと。庁舎の問題点を教えてください。」 

・見学して気づいた、現庁舎の問題点を確認 

15：15～ 

 

発表 グループ発表 

・各班より、ワークで確認した成果を発表いただき、全員で共有 

15：30 閉会 閉会挨拶・次回開催内容の報告 
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（３）実施風景 

 

《議場》 稼働状況等を確認しました。 《市民窓口》プライバシーの確保状況などを確認。 

  

《見学後のワークショップ》 課題を抽出。 《成果の発表》 全員で成果を共有しました。 

  

 
 

（４）検討成果 

見学して分かったこと、庁舎の問題点について意見を出し合い、成果をまとめました。 

今の庁舎は「迷路のようだ」「せまい」「プライバシーが不完全」などの問題を指摘しました。 

検討成果として「庁舎の建て替えが必要か？」メンバーの意見を確認しました。 
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〇グループのとりまとめ例 
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〇各グループの結論 

 各グループの結論としては、下記のようにとりまとめられました。 

 

 結論 

1 別の場所へ建て替えるべき 

2 もう少し勉強させて！ 

3 建て替え希望 6名  場所・予算上限の検討が必要 

4 多くの建て替え理由あり 

5 建替は必要、ただし災害本部を集約すべき 

6 建替え必要 （工夫してほしいです） 

 
 
 
 

多くのグループで、建て替えは必要との意見でまとまりました。 

 

場所、予算上限、災害対策本部の集約など、工夫すべき点、勉強すべきことがあるなどの付帯条件も出

ました。 
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２．第２回（庁舎の整備方法） 

（１）実施概要 

実施日時 2020年 10月 3日（土）13：30～15：30 

参加者数 26人（5グループ） 

テーマ 庁舎の整備方法の検討 

実施内容 ・整備手法（新築 or大規模修繕）を検討しました。 

・場所の選定、どこにあるべきか検討しました。 

 
 

（２）実施プログラム 

 第２回市民会議は、１回目の振り返りをした後で、庁舎の整備方法として、新築か大規模修繕の方法

を説明しました。また、整備する場所として、現在地か新たな候補地（２か所）を紹介し、整備方法と整

備場所について議論しました。 

 

時間 次第 内容 

13：30～ 挨拶 主催者挨拶 

13：35～ 振り返り 

趣旨説明 

第１回市民会議の振り返り 

第２回市民会議の開催内容の説明 

 ・本日のワーク：庁舎の整備方法を検討 

 ・検討のため、庁舎の規模や整備手法について確認 

14：00～ ワーク１ 「新築 or大規模修繕どちらにすべきか？」 

（整備手法） 

 ・現地調査の問題解決には、どちらの整備方法を選択すべきか確認 

1４：40～ ワーク２ 「庁舎は、どこにあると良いでしょうか？（場所選定）」 

 ・建設地の選定条件を確認 

15：20～ 発表 〇グループ発表（ワーク１・２） 

・各班より、ワークで確認した成果を発表し、全員で共有 

15：30 閉会 閉会挨拶・次回開催内容の報告 
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（３）実施風景 

 

《グループワーク》 各班で議論しました。 

  

《成果の発表》 全員で成果を共有しました。 
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（４）検討成果 

整備手法と庁舎の場所について検討しました。 

整備手法は、ほとんどが「新築」にすべきでまとまりました。 

場所については、「現在地」と「南二日町広場」で意見が大きく分かれました。 

  

  

２回目の会議で、現在地もしくは南二日町広場等を候補地に、新築で整備する手法が望ましい方向

性が定まりました。  
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３．第３回（理想像の検討） 

（１）実施概要 

実施日時 2020年 10月 17日（土）13：30～15：30 

参加者数 28人（5グループ） 

テーマ 新しい庁舎に求めるものは何か？ 

実施内容 ・必要な機能や工夫点を確認しました。 

・理想像や整備方針を描き、投票しました。 

 
 

（２）実施プログラム 

 第３回市民会議は、１～２回目の振り返りをした後で、市民アンケート調査での「一緒にあるとよい施設

（機能）」に対する市民回答を参考にしながら、「庁舎に必要な機能や整備時の工夫点」と「新庁舎の理

想像や整備方針」について議論しました。 

 

時間 次第 内容 

13：30～ 挨拶 主催者挨拶 

13：35～ 振り返り 

趣旨説明 

第１・２回市民会議の振り返り 

第３回市民会議の開催内容の説明 

 ・本日のワーク：新しい庁舎に求めるもの・理想像を検討 

 ・必要な機能を検討しながら、庁舎の理想像について確認 

13：55～ ワーク１ 「新庁舎に必要な機能は何でしょうか？」 

 ・皆さんが利用する際に「必要な機能」は何か検討 

 ・利用しやすくするにはどんな工夫が必要かを検討 

1４：35～ ワーク２ 「新庁舎の理想像」 

 ・ワーク１をふまえ「相応しい新庁舎の理想像」を検討 

15：00～ 発表 グループ発表（ワーク１・２） 

・各班より、ワークで確認した成果を発表し、全員で共有 

15：15～ 投票 「最も良いと思う理想像に投票」 

・各班の発表をふまえて、賛同できる最も良い理想像に投票 

15：25 閉会 閉会挨拶・次回開催内容の報告 
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（３）実施風景 

 

《グループワーク》 各班で議論しました。 《成果の発表》 全員で成果を共有しました。 

  

《投票》 庁舎の理想像や整備方針について、賛同する成果に投票をしました。 
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（４）検討成果 

ワーク１では「必要な機能や工夫点」を、ワーク２では「庁舎の理想像とその整備方針」について議論しま

した。 

理想像と整備方針については、発表後に、「賛同する成果に投票」しました。 

 

 

  

Ａグループワーク２ どんな新庁舎にすべきか？「新庁舎の理想像」

歴史と未来の融合！

衛星都市に成り得る街→高度
なインフラ機能

人口減少を食い止める！

市民サービスはワンストップ
で実現できるレイアウト

変貌可能なスペース
（防災、イベント）

ワンストップ
機能 観光都市に成り得る街

パーキングサービスの充実

デジタル化の充実

理想像のキャッチフレーズ
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〇新庁舎に求める「機能」と「整備時の工夫点」 

 
 
 

 ３回目の成果として、 

 必要な機能としては、「総合窓口、広い駐車場、防災拠点、コミュニティスペース、コンビニ」などを 

 整備時の工夫点としては、「バリアフリー、環境対策、セキュリティ対策、ＩＴ化」などの意見が指摘されま

した。 

 
 

  

■必要な機能 ■庁舎整備の工夫点

〇防災・災害対策機能

災害時、支援できる場所
通常は使用しない

病院が併設しているとよい

ヘリポート

〇総合窓口機能

〇市民交流機能

〇広い駐車場

〇利便性を高めるもの

キッズスペース
イベントで使え
る多目的ホール

勉強できる所
自習室など

ＡＴＭ

コンビニ自由に使える
交流スペース

市民が憩え
る庭園等

食堂やカフェテリア

駐車しやすい駐車場
（駐輪場）

ワンストップサービス
総合窓口

〇バリアフリー

役所はバリアフリー、
ユニバーサルデザイン

迷っている人、
困っている人に
とってもやさしく
（弱者の方）

〇基本機能の充実

デジタル化に
対応した建物構造

〇職員のために

働きやすい
スペース作り

〇市民のために

ワンストップ
サービスの実現

〇案内板

デジタルサイネー
ジの活用

〇環境への配慮 〇ＩＴ・セキュリティ対策

先進エネルギー
再生エネルギー
コージェネ、LED化

セキュリティ対策

太陽光・風力で電力をま
かなう

IT対応は必須

〇コスト・効率化
最新のオフィスビルを参考に

レイアウト変更しやすいフロア

ランニングコスト（省エネ）
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〇新しい庁舎の「理想像」と「整備方針」について 

 庁舎の「理想像（キャッチフレーズ）」と「実現するためのポイント（整備方針）」について検討しました。

各グループの成果は、下記のとおりです。これらの中から、どの理想像と整備方針が良いのかを、「投票」しま

した。投票数の多い、賛同を得た上位をここに示します。 

 

〇庁舎の「理想像」と整備する際の「整備方針」 （投票結果） 

多くの賛同を得た「庁舎の理想像」 多くの賛同を得た「整備方針」 

・ここに行くと三島のすべてが分かる!!（21p） 

・すべての人が行きたいと思う市役所（18p） 

・デジタルとアナログの共存する庁舎（16p） 

・歴史と未来の融合！（16p） 

・優しい・居心地の良い・人を大切にする（17p） 

・外国人の方も利用しやすく（10p） 

・安全・安心（10p） 

・デジタル化による効率化（8p） 

 

〇庁舎の理想像（キャッチフレーズ）と実現するためのポイント（整備方針）：各チームの成果 

 庁舎の理想像（キャッチフレーズ） 実現するためのポイント（整備方針） 

A 

歴史と未来の融合！ ○ワンストップ機能 

○市民サービスはワンストップで実現できるレイアウト 

○衛星都市に成り得る街→高度なインフラ機能 

→人口減少を食い止める！ 

○観光都市に成り得る街 

→パーキングサービスの充実 

○変貌可能なスペース（防災、イベント） 

○デジタル化の充実 

B 

全ての市民に配慮した利便性の高い 

世界に誇りを持てる庁舎 

○バリアフリーの充実 

○外国人の方も利用しやすく 

○総合案内所にコンシェルジュの設置 

C 
デジタルとアナログの共存する庁舎 ○デジタル化による効率化 

○人との交流の促進の場 

D 

すべての人が行きたいと思う市役所 ○効率的で利便性が高い 

○わかりやすい 

○優しい・居ごこちの良い・人を大切にする 

E 

ココに行くと三島のすべてが分かる!! ○自然と文化 

○便利 

○安全・安心 

 
 

 ３回目の成果として、 

理想像としては、「三島が分かる、行きたい場所、新旧の融合・共存」を 

整備方針としては、「居心地の良い、利用しやすい、安全安心、効率的」と言ったキーワードに対して、多

くの賛同を得ました。 

  



16 
 

４．第４回（市民参加の方法） 

（１）実施概要 

実施日時 2020年 11月 7日（土）13：30～15：30 

参加者数 14人（３グループ） 

テーマ 市民はどのように庁舎整備と関わるべきか？ 

実施内容 ・計画の策定段階での関わり方 

・設計者選定・設計段階での関わり方 

 
 

（２）実施プログラム 

 第４回市民会議は、これまでの市民会議の振り返りをした後で、他の自治体での市民参加手法を参考

としながら、これからの庁舎整備検討において、どんな形で市民が検討に関わるべきか、議論しました。 

 

時間 次第 内容 

13：30～ 挨拶 主催者挨拶 

13：35～ 振り返り 

趣旨説明 

第１～３回市民会議の振り返り 

第４回市民会議の開催内容の説明 

 ・本日のワーク：市民はどのように庁舎整備とかかわるべきか？ 

 ・今後の整備検討の中での関わり方について確認 
  

庁舎整備との関わり方（いつ・どんな方法）を確認 

13：55～ ワーク１ 「庁舎整備 計画の策定段階」での関わり方 

 ・参加必要性、方法、内容などを確認 

1４：20～ ワーク２ 「設計者の選定・設計段階」での関わり方 

 ・参加必要性、方法、内容などを確認 

1４：４5～ ワーク３ 「庁舎の管理運営段階」等での関わり方 

 ・市民利用したい機能・開放すべき場所、利用方法などを確認 

15：10～ 発表 グループ発表（ワーク１～３） 

・各班より、ワークで確認した成果を発表し、全員で共有 

15：25 閉会 閉会挨拶・次回開催内容の報告 

 

  



17 
 

 

（３）実施風景 

 

《グループワーク》 各班で議論しました。 

  

《成果の発表》 全員で成果を共有しました。 
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（４）検討成果 

「①庁舎整備計画の策定段階」や「②設計者選定・設計段階」などでの市民参加について意見交換し

ました。 

 

 

  



19 
 

 

 第４回の市民会議でのワークショップの成果としては、下記のとおりです。 

 

一部で「専門家に任せるべき」という意見がありましたが、概ね「どの段階でも何らかの形で市民参加を求

める」意見が多数でした。 

庁舎整備計画の策定段階、設計者選定・設計段階でも、市民参加の意向が認められ、特に協議すべ

き内容で示している点について、市民のニーズを反映し、検討を進めていくことが求められています。 

 
 
 

〇ワーク１：庁舎整備計画の策定段階での関わり方 

＜方法＞ ＜特に協議すべき内容＞ 

・公募市民を策定委員会に 

・市民ワークショップ開催 

 （委員会に反映） 

・市民説明会の開催 

 （計画の説明等） 

・広報等での情報公開（経過報告） 

・費用/予算 

・規模 

・大まかなデザイン 

・災害対応 

・設計者の選定方法 

 
 

〇ワーク２：設計者選定・設計段階での関わり方 

＜方法＞ ＜特に協議すべき内容＞ 

・選定委員会に委員として参加 

・ワークショップ（設計者と） 

・市民説明会の開催 

・費用 

・職員の働きやすさ 

・デザイン 

 
 

〇ワーク３：庁舎整備に対するご意見（全体を通して） 

・将来の人口減少から、シンプル・ローコストな市庁舎に 

・華美でなく、働く人・利用する人が心地よい庁舎に  など 
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５．第５回（検討成果報告書（案）の確認） 

 

 第５回市民会議は、新型コロナウイルス感染症の影響により書面開催としたことから、郵送により検討結

果成果報告書（案）に対する意見を集約し、検討成果報告書をとりまとめました。 
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Ⅲ．参考資料編：市民会議時に用いた検討資料と検討成果 

１．市民アンケート調査結果 
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２．庁舎整備に関する検討資料 
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29 
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３．市民参加の形態（例） 
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４．第１回市民会議の成果 

ワーク１：「見学して分かったこと。庁舎の問題点を教えて下さい。」 

Ａ－１班：上段  Ａ－２班：下段 
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Ａ－３班：上段  Ｂ－１班：下段 
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Ｂ－２班 
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Ｂ－３班 

 

 

 

 

  



38 
 

５．第２回市民会議の成果 

ワーク１：「新築 or 大規模修繕 どちらにすべきか？ （整備手法）」 

Ａ班 
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Ｂ班：上段   Ｃ班：下段 
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Ｄ班 
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Ｅ班 
 

 
 

  

防災関係もまとめた方
がよい

その他

新しい所の方が行きたくなる

三島市人口推計
2015年：110,046
2020年：109,445
2030年：99,244
2040年：89,808
2045年：84,984

ワーク１:新築or大規模修繕どちらにすべきか？

Ｅ班

将来、建て替えは必要

リフォームで
使用可能な年
数が１５年よ
りも新築で
８０年使える
方がコストが
安い!!

長く使う

新築にする
と、長い期
間、市役所
を使えるの
で良い

大規模修繕では
長く使うことが
できない

デジタル化

デジタル化していくう
えで、庁舎も新しく変
えていく必要があると
思う。

現庁舎は古く、使い
勝手が悪い。
今後のデジタル化に
対応するため建て替
えがよい

ユニバー
サルデザ
インなど
も考えた
市役所

構造

今の庁舎は、
つぎはぎだ
らけという
感じ

作業する上での構造上
の問題は、リフォーム
だけではムリでは？→
新築で!!

効率化

箱そのままでリフォームす
るよりも、建て直した方が
駐車スペースなど車の動線
も効率的にできるのでは？

庁舎が分散化し、
市民の使い勝手が
悪い

高層化、機能の
集中化をした方
が市民には便利
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ワーク２：「庁舎は、どこにあると良いでしょうか？ （場所選定）」 

Ａ班 

 

 

 

 

  

南二日町 南田町
問題点はあるが、１番利便性が良い（周りに
郵便局、大手スーパー）

現在地 その他

Ａ班

面積が広いため駐車場
が広くとれる

浸水対策は
どうする？

駅から近い。
市街地

駐車場が広くとれる
一番コストがか
からなさそう

浸水がない 消防署を他へ
（条件）

周りに郵便局
や大手スー
パーがある

周辺の道路が狭い。
混む

現在の場所 一番の希望は公共交
通、駐車場の利便性

ハザードマップ
にのっているが、
建設方法で何と
かなりそう

スペースと市
内中心に 心配事は国１

沿いなこと

ワーク２「庁舎は、どこにあると良いですか？」
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Ｂ班：上段  Ｃ班：下段 
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Ｄ班（再掲） 
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Ｅ班 

 

 

  

駅から近い場所

現在地

コストが
安い

街の中心にあって
ほしい

バリアフリーの良さ

その他

ワーク２:庁舎は、どこにあると良いですか？ Ｅ班

南二日町は、
浸水する可
能性がある

災害

災害を受け
にくい場所

浸水対策

将来の人口減少を考
慮して、建物規模を
縮小

結論
南二日町で災害対策をして建築

南二日町

コスト面で規模小
南二日町広場想定が良い

南二日町広場は、
ヘリポートも出来
る

南二日町広場が
よい
コストが安い

①南二日町広場
②田町広場
③小学校跡地、災害避難所？

人口減少を考え
て今より大きな
土地は不要

これからの人口を考
えると現在地が良い
のでは

コストもかかる
ため、現在地が
良い

現在地での
建て替えがよい

アクセスがよい

水害がない場所
（安全）
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６．第３回市民会議の成果 

ワーク１：市民目線から「新庁舎に必要な機能は何でしょうか？」 

Ａ班：上段  Ｂ班：下段 
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Ｃ班：上段  Ｄ班：下段 
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Ｅ班 
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ワーク２：どんな新庁舎とすべきですか？「新庁舎の理想像」 

Ａ班：上段  Ｂ班：下段 

 

 

 
  

Ａグループワーク２ どんな新庁舎にすべきか？「新庁舎の理想像」

歴史と未来の融合！

衛星都市に成り得る街→高度
なインフラ機能

人口減少を食い止める！

市民サービスはワンストップ
で実現できるレイアウト

変貌可能なスペース
（防災、イベント）

ワンストップ
機能 観光都市に成り得る街

パーキングサービスの充実

デジタル化の充実

理想像のキャッチフレーズ

Ｂグループワーク２ どんな新庁舎にすべきか？「新庁舎の理想像」

全ての市民に配慮した利便性の高い
世界に誇りを持てる庁舎

理想像のキャッチフレーズ

実現するためのポイント（基本方針）

〇バリアフリーの充実

〇外国人の方も利用しやすく

〇総合案内所にコンシェルジュの設置
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Ｃ班：上段  Ｄ班：下段 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｃグループワーク２ どんな新庁舎にすべきか？「新庁舎の理想像」

デジタルとアナログの共存する庁舎

理想像のキャッチフレーズ

実現するためのポイント（基本方針）

〇デジタル化による効率化

〇人との交流の促進の場

Ｄグループワーク２ どんな新庁舎にすべきか？「新庁舎の理想像」

すべての人が行きたいと思う市役所

理想像のキャッチフレーズ

実現するためのポイント（基本方針）

〇効率的で利便性が高い

〇わかりやすい

〇優しい・居ごこちの良い・人を大切にする
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Ｅ班 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｅグループワーク２ どんな新庁舎にすべきか？「新庁舎の理想像」

ココに行くと三島のすべてが分かる!!

理想像のキャッチフレーズ

実現するためのポイント（基本方針）

〇自然と文化

〇便利

〇安全・安心
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７．第４回市民会議の成果 

ワーク１：「庁舎整備 計画の策定段階」での関わり方を教えてください。 

Ａ班：上段  Ｂ班：下段 
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Ｃ班 
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ワーク２：「設計者の選定・設計段階」での関わり方を教えてください。 

Ａ班：上段  Ｂ班：下段 
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Ｃ班 
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ワーク３：「庁舎の管理運営段階」等での関わり方を教えてください。 
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三島市庁舎のあり方を考える 

市民会議 

検討成果報告書 

 

令和３年３月 

市民会議参加者一同 


